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熊本県内の保守点検事業者データベース 

 

https://www.pref.kumamoto.jp/kiji_31184.html 

 太陽光発電事業における保守点検のご相談など、保守点検事業者をお探しの場合は、上記アドレスにアクセ

スの上、「保守点検事業者データベース」をご利用下さい。 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

 熊本県 商工観光労働部 新産業振興局 エネルギー政策課 

熊本県熊本市中央区水前寺６丁目１８−１  TEL：096-333-2320 

 

 熊本市 環境局 環境推進部 環境政策課 

 熊本県熊本市中央区手取本町１－１  TEL：096-328-2355 



太陽光発電設備の長期安定稼働には、 

継続的な保守点検が必要です。 
 

■熊本県内９割以上の発電所がメンテナンスを実施しています 
 熊本県内の太陽光発電事業者向けアンケ

ートによると、９割以上の発電事業者が継続

的なメンテナンスを実施しています。 

 メンテナンスを実施する理由として、約７割

の太陽光発電事業者が「メンテナンスによる

太陽光発電所の長期稼働」、５割強の事業者

が「改正 FIT法・電気事業法に対する法令遵

守」としています。 
 

■発電事業の困り事の一部は、メンテナンスで対応可能です 
 熊本県内の太陽光発電事業者は、発電事

業の困り事として「雑草対策」「出力抑制に

よる収入減」「パネルの汚れ」「落雷・獣害に

よる設備の故障」「出力抑制に関係する連

絡や手続き」としています。 

 このうち、「雑草対策」「パネルの汚れ」につ

いては、定期的に目視点検を実施した上

で、草刈りや防草シートの活用、汚れの拭き

取りなどで、困り事への対応が可能です。ま

た、定期的な点検により設備の故障の早期

発見と対応が進めば、発電量のロスを最小

限にすることも可能です。 
 

■発電設備に対する柵・塀等の設置、出入り口の施錠などを行っていない

発電所がありますが… 
 発電設備に対する柵・塀等の設置、出入り口の施錠、発電所の標識の設置については、規模

の小さな発電所を中心に、行っていない太陽光発電事業者がそれぞれ２～３割程度存在します。

しかし、発電設備の屋根設置などの理由がない限り、これらの措置をしていないことが法令に違

反する恐れがあります。 
 

 

FIT法による認定により設置した太陽光発電設備は 

保守点検や定期報告等が義務づけられています。 
 

 

 

■設備の保守点検と定期報告が必要です 
 全ての太陽光発電設備については、保守点検及び維持管理に係る適切な実施計画を策定し

た上で、適切に保守点検と維持管理を実施することが必要です。保守点検及び維持管理の実

施に当たっては、民間団体が定めるガイドライン等を参考にして下さい。 

 また、設置費用や運転費用等の「定期報告」を、経済産業大臣に対して実施することも求めら

れています。報告は、「再生可能エネルギー電子申請 HP」を通じて実施してください。 

 

 

■発電設備の外部から見えやすい場所に標識の掲示が必要です 
 発電事業者名や発電設備の名称、設備

ID、連絡先など、必要事項を記載した標識

を掲示することが求められています。 

 標識の内容は、事業計画の記載内容と一

致することが必要です。 
 

 ※出力 20kW 以下の場合、所有者が明確である場合

（屋根設置、屋上設置など）を除きます。 

 

 

 

■設備を囲む柵・塀等の設置と出入り口の施錠が必要です 
第三者が容易に発電設備に近づくことができない場合や設置が困難な場合を除き、太陽光

発電設備には、外部から容易に発電設備に触れることができないように、容易に立ち入ることが

できないような高さの柵・塀等を設置することが必要です。柵・塀等の材料は、ロープ等の簡易

なものではなく、金網フェンス等の容易に取り除くことができないものを使って下さい。 

また、出入口に施錠等を行うこと、外部から見えやすい位置に立入禁止の表示を掲げる等の

対策も求められます。 
 

 

 

違反した場合、経済産業大臣による指導の対象となります。 

指導後に改善されない場合、FIT認定取り消しになる可能性があります。 
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